








要約:日本赤十字社都内産科全5施設は 1976 年 4 月以降、独自の病産院ベースの先天異常

モニタリングを行っている。今回はその 1988 年、1989 年の先天異常発生頻度の把握状況

についての報告である。1988 年の小西班のとりきめに基づく 33 マーカー奇形、国際先天

異常モニタリングシステムクリアリングハウス(ICBDMS)指定の四半期報での 11 奇形と年

報に登載される追加6奇形、ならびにその他の診定し得た全奇形のそれぞれについて、四

半期ごとの頻度、予測数等を算出した。


